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【環境関連】 

意見の内容 市議会の考え方 

ゴミ袋問題の報告。最終決着は。  「ゴミ袋未回収問題」は平成２４年に、市のゴ

ミ袋製造請負業者であった佐藤化学工業株式会

社の倒産に端を発しました。 

市が被った被害額は 12,768,649 円で高額となっ

ています。この金額は市から発注し、支払いを終

えたにもかかわらず回収不能となったゴミ袋の

総額です。 

 議会では調査委員会を立ち上げ高額となった

原因と、二度と起こらないための対策を市側に対

し調査、また協議してまいりました。 

 調査の結果、問題の発生時に市側からの報告ど

おり、在庫数が適正数を超えており、在庫の管理

業務に問題がある事がわかりました。これは市役

所自体に在庫を保管するスペースがなく業者預

かりとなっていたためで現物在庫の把握が困難

であったためです。 

 また原料の高騰による値上げを避けるため、多

めの発注が続き、結果、在庫過多となってしまい

ました。 

 しかし、会計業務には瑕疵は無いことがわか

り、今後は管理体制を改めることを確認し、現在

は調査委員会も設置しておりません。 

 市側の処分として、市長、副市長の給与の一定

期間の減額、担当課職員に対しては地方公務員法

第２９条の規定に基づき懲戒処分が科せられま

した。 

 市は債権者として債権回収の手続きを行い、破

産管財人よりこれまで２回の配当を受け、その総

額は 3,614,283 円となっています。 

 平成２８年５月には名古屋地方裁判所より破

産手続終結決定の通知が届きゴミ袋未回収問題

の終結となっています。 
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意見の内容 市議会の考え方 

外来生物を駆除してほしい。国でな

く市の対応を。 

ヌートリアの対策を、わなを貸すだ

けではなく積極的な対応を。 

 市は現在１２台の捕獲のための箱わなを保有

し、農家に貸し出しをして、捕獲・処分していま

す。 

 例えば、猟友会にも打診し、最良の方法を検討

してまいります。 

ミドリガメは外来種として指定さ

れていない。指定して駆除してほし

い。 

 もちろん特定外来種生物に指定するのは、国、

環境省です。飼育を許可制にするなど、５年間を

めどに段階的に規制を強化することを検討して

います。 

 今後においては、環境省の検討を皆様に解りや

すく説明させていただきます。 

木曽川の水を水路に流してほしい。

ずっときれいに、水利権などを考え

て検討を。 

 市独自では判断できません。水資源機構の判断

を仰ぎ、検討していきます。 

ＦＵＪＩ-３の使用、臭いが消える

ので市で取り扱ってほしい。 

鯏浦水路がヘドロで臭かったが、砂

地に変わった。臭いも無くなってき

た。７町内１５０ｋｍ下流まで効果

があるので、市で使いやすいように

してほしい。 

海南病院付近が臭いが、環境は長期

に市として力を注いでほしい。薬剤

で金魚が大丈夫か心配だが、エリア

を決めて実行してはどうか。 

 認可されていない薬剤には、市は使用を推奨で

きません。 

 効果が証明され、認可が下りれば検討していき

たいですし、他の方策についても検討していきま

す。 

 現在は一部の地域で「環境浄化」を目的に地域

づくり補助金を活用して、FUJI-3 を使用してい

る現状です。 

市内の公園脇に草地が多く、緑と花

が少ない。言い換えれば美しくな

い。 

 国の事業で多面的機能支払交付金制度があり、

その中に美化事業で花植えなどを自治会の皆様

で共同作業をいたしますと補助金が使えます。 

また、市の地域づくり交付金を使用していただ

く事も検討していただきたいです。 
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【高齢福祉関連】 

意見の内容 市議会の考え方 

弥富市包括支援センターの数が少ない。  現在は市から海南病院に委託し、総合福

祉センター、十四山福祉センターの２カ所

に設置しています。 

 地域包括支援センターは、地域住民の健

康保持および生活の安定へ向けて、包括的

な支援を行うための中核機関であり、４つ

の包括的支援事業と介護予防支援業務を

行う役割を担っています。 

 設置数は他自治体と比べても少なくは

ありませんが、先ずは周知の徹底を図るべ

きと考えています。 

 今後は住民の利便性を考慮し、地域の住

民から相談を受け付け、集約した上で、地

域包括支援センターにつなぐための窓口

（ブランチ）や、包括的支援事業の総合相

談支援業務等を行う十分な実績のある在

宅介護支援センター等（サブセンター）を

先進事例など調査し提案してまいります。 

特養・老健・老人ホームの数および定員は 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

「輪中の郷」  定員８０人 

「長寿の里」  定員８０人 

「おふくろの家」定員８０人 

（おふくろの家は 29年 3 月 1 日開所） 

 

介護老人保健施設 

「ペジーブル弥富」定員８０人 

 

特定施設入居者生活介護 

「ハピネ弥富」 定員３８人 

「介護付有料老人ホームゆたか」 

定員３０人 

以上となっています。 

※民間の有料老人ホームは含まれていません。 
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意見の内容 市議会の考え方 

ケアマネ・介護職員の数は。 

不足しているのではないか。 

 弥富市内に在職する介護支援専門員（ケ

アマネージャー）は１２月１日現在５６名

おられます。 

 全国的にも介護職員の数は不足が懸念

されている現状で、弥富市内のでも多くの

事業所が職員募集をしています。 

 人材の育成、確保にはまだまだ環境、及

び処遇の改善が必要です。国の施策とも連

動し、地方で何ができるのか、議会でも調

査研究してまいります。 

行政は介護事業所のどこに空きがあるの

か把握しているか。 

 基本的に包括支援センターで把握して

います。また行政側も月に一回開催の介護

保険サービス連絡調整会議で情報共有し

ています。 

十四山福祉センター内に（総合福祉センタ

ーのように）民間の喫茶店等を入れられな

いか。 

 新年度４月１日より、十四山総合福祉セ

ンター内のデイサービス利用者のための

食堂が一般の方もご利用できるようにな

ります。基本的にはデイサービス利用者が

優先ではありますが、午前１１時３０分か

ら午後１２時３０分までの時間を除いて

午前９時から午後３時までの間、簡単な軽

飲食、また給食券等もご利用いただけるよ

うになります。 

タクシー代が多くなり、病院や買い物に行

けない。 

現在、市では高齢者・障がい者の方の移動

支援として、介護保険法の要介護認定、要

支援認定を受けた方には年間２４枚、身体

障害者手帳をお持ちの方で１級～３級の

方等については年間４８枚のタクシー券

を配付しています。 

 また、本年４月から総合事業の実施に伴

い、基本チェックリストにより事業該当者

の方にも対象を拡大しています。 

 このように市は福祉サ‐ビスは充実さ

せておりますが、この事業はあくまでも助

成事業であり、住民の多様なニーズに対し 
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意見の内容 市議会の考え方 

（つづき） て、全て公的な福祉サービスで対応するこ

とは難しい状況です。 

高齢者の交通安全、事故を防ぐ対応は。  愛知県では、交通事故死者数の約６割を

６５歳以上の高齢者が占めており、高齢者

の交通事故防止が課題となっています。 

 先ずはご自身が身を守り交通事故に遭

わないよう安全行動に心がけていただく

こと、また高齢者のいる御家族の方は、外

出時に交通事故に気をつけるよう声をか

けていただきたいと思います。 

 ドライバーの方は、運転中に高齢者を見

かけたら、速度を落として高齢者の動きに

気をつけるなど、高齢者に気づかった思い

やりのある運転を心がけていただきたい

と思います。 

 市議会でも度々議題として市と協議を

いたしますが、高齢者の方が被害者、また

加害者となる事故が増えている現実に胸

が痛みます。市単独でできることはやって

いきたいと考えております。 

 先ずは家庭で、地域で、高齢者に思いや

りをもって交通事故から守りたいと思い

ます。 

介護認定がなくてもタクシー補助など、交

通の確保にどのようにしたらよいか。 

 

 残念ながら、現在市では介護認定のない

方へはタクシー補助は行っておりません。 

 市は、きんちゃんバスの補完としてタク

シーを位置づけています。 

 これは、きんちゃんバスを補完し、時間

を選ばずドア・ツー・ドアの移動が可能な

自由度の高い移動手段としてだけではな

く、心身障がい者（児）や要介護認定者、

要支援認定者など１人で移動できず、きん

ちゃんバスも利用できない方の移動手段

として、料金助成事業と連携し、利便性の

向上を図っています。 
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意見の内容 市議会の考え方 

（つづき）  今後、議会としましても市民の皆様より

ご意見をいただきながら、継続可能で、よ

り利便性の高い運行ができるよう要望し

てまいります。 

バスの本数がなく、乗り継ぎがよくないの

で、どうにかしてもらえないか。 

 議会としても要望の多い案件です。 

 市ではアンケー卜調査等により、ニーズ

を把握していくとしています。 

 今後もより良い公共交通となるよう運

行ダイヤ・ルートの改正を強く求めてまい

ります。 

団地の高齢化、空家対策、空家の撤去など

が早急にできるような対応を教えてもら

いたい。 

 昨今の少子高齢化に伴う人口減少化の

中で、空家というのは大変大きな問題にな

っております。 

 昨年５月２６日には空家等対策の推進

に関する特別措置法が完全施行されまし

た。これにより、市でも特定空家と言われ

る極めて危険な家屋等に対して、指導・勧

告・命令・代執行が出来るようになりまし

た。 

 市では、これら空家等を適正に管理して

いただき、安心・安全に暮らしていただけ

るよう、本年１０月に特別措置法に基づく

空家等対策協議会を設置しました。 

今後は特定空家の認定に関しまして、この

協議会の委員である様々な分野の専門家

の皆様の力をお借りし認定していきます。 

 ただし、空家には相続など何かしらの問

題を抱えている場合が多く、特措法に基づ

く色々な手続きを経る必要がありますの

で、早急な空家撤去とはいかないのが現実

ですが、市では所有者の相談等には親身に

なって対応するとしております。 
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意見の内容 市議会の考え方 

空家でふれあいサロンを実施できないか。  ふれあいサロンの実施場所、設備につい

ての委託基準では「適切な事業運営が確保

できると認められる施設において行い、交

流スペースがあり、一堂におおむね１０名

以上の参加が可能であること。また、飲食

を提供できる設備等を必要とする。」とし

ています。 

 したがいまして、空家であっても上記基

準に合致していれば可能です。議会または

担当課へご相談いただければと思います。 

市でふれあいサロンを盛んに集めている

が、福寿会や集会所などに出てくる人に限

られている。出てこられない引きこもりの

方をどうするのか。 

 参加される方、また地域の方、ご近隣の

方など協力し合い、誘い合っていただきた

いと思います。 

 施設運営のサロンであれば、送迎がある

ので是非ご利用ください。 

民生委員に孤独になった見守りが必要な

高齢者の情報がない。 

ふれあい昼食会にも声がかけられない。 

 定例的には年１回４月に民生委員に情

報が渡ります。また訪問が必要な場合には

福祉関係各所から情報を受けております。 

 今後、そのような方がおられましたら、

議会または福祉課までご連絡ください。 

ふれあい昼食会を公民館やお寺で開催し

ては。少人数でもよいので近くで開催して

ほしい。 

 年３回開催のうち、２回目は学区ごとに

行っています。これは社会福祉協議会の主

催ですが、今後はコミュニティや地域でも

開催を企画するのも良いかもしれません。 

ふれあいサロンの開催数を増やせないか。  参加者や運営役員の方々などで協議し

ていただき、開催を増やすことなど要望が

多いようであれば、議会または担当課にご

相談ください。 

ふれあい昼食会には専門職が入っていな

いといけない課題がある。 

 社会福祉協議会が主催で、民生委員さん

と開催しています。 

 社会福祉協議会には社会福祉士、介護福

祉士、保健師、看護師、介護支援専門員、

訪問介護員などの専門職員を配置してい

ます。 
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【保育、その他関連】 

 

  

意見の内容 市議会の考え方 

希望の保育所に入れない。  基本的には希望どおりになります。 

 年度途中での０～１歳では、職員の配置

が間に合わず、ほかの所を案内することも

あります。 

 人材の確保が課題になっています。 

おんぶひもの寄付  各保育所で毎月避難訓練を行っていま

すが、桜・弥生以外では、すでに寄付を募

っています。 

 基本的には不足気味で、特に調整のいら

ない古いタイプのものも募っていきたい

です。 

 今後は、保育所だけではなく周知方法を

考えていく方針です。 

健康都市宣言の具体的内容は。  弥富市第２次健康増進計画に基づき、

「がん・たばこ対策」「歯および口腔の健

康」「生活習慣病対策」「こころの健康」な

ど市民すべてが生き生き暮らせるまちづ

くり・健康寿命の延伸をめざしての取り組

みです。 

 また、健康施策に対して市と市民とで協

議できるような場所を作っていく事も検

討しています。 

イベントを楽しくしてほしい。  限られた予算の中で努力していきます。 

 弥富として問題提起されている防災な

どを含めた競技・イベントを検討中であ

り、さらに皆様からのご意見も頂きたいと

思っております。 
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【教育関連】 

意見の内容 市議会の考え方 

家庭訪問の希望制のあり方。 

必要と考えるがＰＴＡで決まったことは

市で決まるのか。 

 市内小中学校において、教員による家庭

訪問は、教員が初めて担任などで受け持つ

こととなった児童生徒である場合、必ず家

庭訪問することとなっています。 

 進級など学年が変わっても、引き続き同

じ担任教員が同じ児童生徒を受け持つ場

合は、その児童生徒のご家庭へは希望制と

なります。 

いじめ問題はないのか。  「いじめ」はあります。把握している問

題は丁寧に対処しています。また、児童生

徒の成長過程で「いじめ」は起こり得ると

の前提で大事に至らないよう配慮してい

ます。 

 現在は、よりよい学校生活と友達づくり

のためのアンケート「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」

を通し、良好な友好関係の築き方、教員の

気づきに役立てています。 

 また、巡回のスクールカウンセラーにい

つでも相談できるよう周知に努めていま

す。地域の皆様とともに子供たちの教育環

境を保ってまいりたいと思います。 

少人数学級制が「いじめ」増加につながら

ないか？ 

 

小規模校でいじめをなくすため、空気を変

えていく事も必要ではないか。 

 友好関係が良好ならいいのですが、少人

数だと進級してもクラス替えができず、人

間関係が固定化します。悪化した場合が問

題となります。児童生徒の成長過程でライ

バル心や妬み、自我等は当然あるとの考え

で「いじめ」に進展しないよう教員には見

守っていただくようお願いしています。 

 その他、学校規模の適正化については議

会としても地域の方々のご意見を伺いな

がら、また未来を見据え協議してまいりま

す。 
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意見の内容 市議会の考え方 

学校規模の適正化について、答申はあてに

ならない。子供にこそ聞くべきでは。 

 当然、子どもたちにもアンケート等を実

施すべきと考えますし、行政側も行うとし

ております。 

 しかし、良好な学校環境を整えるのは政

治の責任です。議会としても慎重に協議し

最良を導き出していきたいと考えていま

す。 

学校のエアコン導入、トイレの洋式化につ

いて。 

 地球温暖化の影響もあり、気候の寒暖が

大きくなっています。特に夏場は猛暑が長

く続き、熱中症などの健康被害も多発して

いることから、小中学校の教室にエアコン

の設置について議会でも度々議題に上が

っております。 

 現在、市内の小中学校の特別学級にはエ

アコンが設置されていますが、普通教室は

未設置となっています。 

 このことから、先ず市内全中学校に設置

が決定しました。平成２９年度に設計、平

成３０年度に設置の運びとなっています。 

 小学校についてはその後となります。 

 トイレの洋式化は、平成２６年から始ま

り、平成２９年中には全校で５０％の設置

を完了します。それ以上は利用頻度も考慮

し随時洋式化を進めていきます。 

小中学校のデジタル教科書など、教育のＩ

ＣＴ化は？ 

 現在は全学校に電子黒板を設置し、教科

によってＩＣＴを活用した授業を行って

います。 

デジタル教科書については、弥富市の全校

に４０台ずつパソコンが設置されていま

すが、平成２９年に更新を向かえており、

先ずは各校のこのパソコンをタブレット

化をします。 

議会としても引き続き、社会のグローバル

化に対応し、ＩＣＴを活用した質の高い教

育を推進していきます。 
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意見の内容 市議会の考え方 

広島の平和学習の翌日の登校が午前１０

時５０分なのはなぜか？ 

代休にできないのか？ 

 これは教職員の職務規定に定められた、

１泊２日の場合は時差出勤、２泊３日の場

合は１日休暇となっているためです。 

海翔高等学校福祉課が地域の福祉課題に

取り組めると良い。 

 

高校生議会の開催。 

 弥富市議会では平成２９年度に地元の

私立高校と県立高校とで、高校生議会の開

催を協議しています。 

 目的はキャリア教育などを支援するた

めで、地方自治のあり方や、防災、福祉な

ど、その他に地方創生にも役立てていけれ

ばと考えています。 

 市民の皆様にも是非ご協力をいただき

たいと思っています。 

子ども達（保、小、中、高）に３日分の災

害備品を用意してもらいたい。 

 市内の各学校には指定避難所としての

機能もあるため、災害用の備蓄はなされて

います。 

 しかし、それは避難所としての備蓄です。 

 児童生徒を含め、市民の全てを幾日か賄

うための備蓄は、予算的にもスペース的に

も限界があります。 

 弥富市に起こりうる災害を考えた時、特に

水害の場合は長期化する恐れがあります。 

 そのためにも市民各世帯で自助の考え

に立っていただき、最低３日分の備蓄をお

願いいたします。 

子ども達に「海抜表記の設置」など行い、

災害意識を植え付けていく。 

 桜小学校区で地元の自治会が海抜表記

を立てて下さった一例をお聞きしました。 

「自分の命は自分で守る」自助意識の構築

と併せ、学校や地元地域と連携し、そうい

った作業を皆さんで取り組んでいただき

たいと思います。 

 表記が可能な場所であれば、地元自主防

災会などと協力し合って、また防災資機材

に関した市の補助なども活用していただ

ければと思います。 
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意見の内容 市議会の考え方 

十四山音頭など地元の伝統文化を子供た

ちに伝えたい。伝える場所を設けてもらい

たい。 

 市内の各学校では、地元保存会などに協

力いただいて文化芸能の伝承に努めてい

ただいている所です。 

 行き届かないところなどあれば、是非教

えていただき、学校側とも相談して伝承の

場を設けたいと思います。 

文化芸能に力を入れてほしい。  生涯学習課では、文化財保存会に登録し

ている４０団体に補助（１団体５万円）を

しています。また、機材の修理費などにも

８万円（３分の１）の補助もあります。 

 秘書企画課でも、活性化交付金などで団

体に補助する仕組みもありますので活用

していただきたいと思います。 

 発表の機会においては、学校では教育ス

ケジュールが多いので難しい現状ですが、

文化の集いや春祭りなどで発表する機会

がありますので、応募していただきたいと

思います。 

グラウンド（文化広場など）に手洗い場所

がない。 

 市民グラウンドにおきましては、今ある

手洗い場やトイレの活用をお願いいたし

ます。今後、イベントなど利用が増えるよ

うであれば議会としまして要望してまい

ります。 

 木曽川グラウンドには、規定があり固定

する設置型のものは作れません。 


